
予算令和 4 年度 下関市
希望の街・下関へ

問財政課（☎ 231-1160）

４つの視点を柱に

今年度は、目まぐるしく変化する新型コロナウイルス感染症を取り巻く情勢への適切な対応を引き続
き最優先としながら、活力と魅力あふれる「希望の街・下関」の実現に向け、立ち止まることなく前
進するための各種取り組みを進めます。

の４つの視点を柱に据え、市民の皆さんが夢を語り、希望を叶
かな

えることができる社会を目指し、さら
にギアを上げて、下関の未来への投資となる施策を推進します。

「未来へと躍進する街」「力強く躍動する街」「安全・安心の街」「改革に挑む街」
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市民の皆さまの命と健康を守るための感染症対策に全力を投じるとともに、長期化する社会・経済への影響の
緩和を図るため、事業者の皆さまへの支援や経済の活性化のための施策も強力に推進していきます。

［感染防止策の徹底に向けた対応］
・新型コロナウイルス感染症宿泊療養事業　（14億3,600万円）
・新型コロナウイルスワクチン予防接種事業　（14億8,000万円）

［事業や生活の支援に向けた対応］
・プレミアム付商品券発行支援事業　（7億2,000万円）
・生活困窮者自立支援金支給事業　（2,820万円）

［社会経済活動の再開に向けた対応］
・ニューノーマル対応新ビジネス応援補助金　（5,000万円）
・リフレッシュパーク豊浦リニューアル事業　（3,000万円）

新型コロナウイルス感染症対策関連事業
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４つの視点

「下関市財政健全化プロジェクト（Ⅲ期計画）」に基づく財政運営、徹底した事務改善、組織のスリム化、スピー
ディーで機能的な行政ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の構築など、これまで以上の行財政改革を
推進するとともに職員の人材育成による行政機能の更なる充実や
未利用財産の最適な利活用手法の検討に取り組みます。
[主な事業]
▷建築職員スキルアップ事業　（60万円）
▷未利用財産利活用需要調査　（200万円）

保健・医療・福祉の充実、防災・減災対策の強化など、安全で安心できる生活環境の整備に取り組むとともに、
市民活動による地域コミュニティづくりを支援し、人と人とがお互いに助け合い、支え合う、温もりのある
優しいまちづくりを実現します。
[主な事業]
▷社会福祉センター整備事業　（3,520万円）
▷高潮ハザードマップ作成業務　（2,300万円）
▷基幹的設備改良事業（リサイクルプラザ、奥山工場180ｔ炉）（9億624万円）
▷新総合体育館整備事業　（886万円）
▷安岡地区複合施設整備事業　（債務負担行為の設定）

中小企業・農林水産業の就業機会や担い手の確保、海峡エリアや旧豊浦郡4町における交流拠点の整備による
将来に受け継がれる賑

にぎ

わいの創出など、活力あるまちの創造に不可欠な地域経済の活性化と産業力の強化に
取り組みます。
[主な事業]
▷あるかぽーと地区マスタープラン策定業務　（5,100万円）
▷火の山地区観光施設再編整備事業　（1億1,250万円）
▷新たな捕鯨母船建造支援事業　（1億円）
▷ポストコロナに対応した農業経営実践加速化事業　（2,500万円）
▷下関漁港南風泊地区高度衛生管理整備事業　（3億1,500万円）
▷豊田湖畔公園野遊び空間整備事業　（1,320万円）

本市の未来を担う子どもたちの育成支援や教育の充実、良好な都市基盤の整備の推進、スマートシティの実
現や生活機能の高度化など、人口減少社会の中でも、持続可能な生活環境基盤の強化に取り組みます。
[主な事業]
▷待機児童対策（保育士確保）促進事業（1,200万円）
▷下関市立大学総合大学化推進業務　（2億2,219万円）
▷スマートシティ推進事業（2,480万円）
▷竹崎町四丁目地区優良建築物等整備事業（4,820万円）
▷日和山公園周辺地区市街地整備事業（3,943万円）

未来へと躍進する街

力強く躍動する街

安全・安心の街

改革に挑む街
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